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香川県丸亀市
●�活動名 ●�関係する学校名

飯山中学校区地域学校協働本部 丸亀市立飯山中学校、丸亀市立飯山北小学校、
丸亀市立飯山南小学校、丸亀市立飯山こども園

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

○�平成 17年の市町合併により丸亀市となった。旧飯山町時代から行政による子育て人材の養成講座開催やボランティアへの支
援などの人材育成を行い、教育支援に熱心な地域である。現在も各種団体やリタイヤ後の世代からの協力が得られやすいとい
う地域の特性がある。
○�既存のボランティア団体、各校園のＰＴＡ、学校、コミュニティの代表を軸に「学校支援地域本部」として組織化されたのは
平成 23年度。以来、地域の学校、園と連携しながら活動をしている。
○�家庭・地域・学校が連携・協働し、子供の育ちや学びを地域ぐるみで支えている。コミュニティセンターのスタッフやコーディ
ネーターが活動の中心となり、継続に大きく寄与している。

● 活動の特徴・工夫 
【特徴的な活動内容】
○１年生補助ボランティア
　学校生活に不慣れな１年生の教室にボランティアが入っている。主に給食や登校後の支度、下校の準備などで力を発揮。学校からも
感謝されている。
○あいさつ運動
　各学校、園の通学路で実施。それぞれに活発であるが、中学校では生徒が２００名参加している。
○小学５年生ミシン学習補助ボランティア
　小学校の保護者が行っている。５年生の家庭科、ミシン学習の補助に入っている。３０名を超える学級が多いことから、少人数に対
応できるスキルの高い支援者の存在は大きい。
○用具等の製作
　トンボやジャンピングボード、投てき板、ベンチ、撮影時踏み台、低学年用黒板前の踏み台等の製作をしたり、運動場のライン引き
をしたりしている。保護者は道具持参で参加した。

【実施にあたっての工夫】
○コーディネーターが学校で「ニーズ」をくみとり実施するように心がけている。
○実行委員会で顔を合わせることで「知り合い」になり、人間関係を築いている。
○学校主体のクリーン作戦に参加し、月に一回定期的に顔を合わせる機会を設けている。（ボランティア同士の交流）
○�「コミもぐ」（コミュニティで、もぐもぐの略。一人一品持ち寄り、飲食をともにしながら地域のことについて語ったり歌ったりする。
隔月開催、19時～ 21時までの間、出入り自由で開放される地元住民の交流会）の開催を通して、人材発掘や課題発見もできる。

○『瓦版』を発行し、活動を広報、啓発している。
● 事業を実施しての効果・成果 
○�学校だけでは困難なことが、地域と協働することで可能になることにみんなが気付き、学校側もボランティアも子供たちも関わった
「みんな」がプラスの効果を感じている。
○保護者や地域の方々に「素敵な人」が多くいること、普段の学校生活では見せない子供の表情に感心した教職員が多い。
○�ＰＴＡ総会、自治会長会、地域広報誌などでも人材募集を行っているが、コミュニティセンターに来る人に「ひと声かける」ことで
新しい人材が見つかることが多い。日常の何気ない場面がきっかけとなり、活動の活性化につながり、継続化が図られる。

○�活動後も同じことを自主的に行う子供がいた
り、高校生になって読み聞かせのボランティア
を進んで行ったりするなど、事業を継続して行
うことにより、子供たちが立派な担い手として
成長しつつある。

● その他 
学習支援活動内容の詳細
内容：放課後の補習学習　実施日：月２回水曜日　
対象：飯山北小学校６年生

子供も大人も育ち合う町に！
―地域全てが学びの場―
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開始年度 平成 23 年度 学級数 14 学級
児童・
生徒数

535 人

活動内容
■学習支援活動　　■部活動支援　　　　■環境整備
■子供の安全確保　■学校行事等の支援　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等0　人 3　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 PTA 役員、保護者、地域住民等

105　人

参考 URL

夜間に開催される出入り自由な「コミもぐ」で、地域の交流促進や人材発掘、課題発見ができています。
コミュニティセンターで「ひと声かける」ことで新しい人材が見つかる。日常的なつながりが必要なので
すね。

ポイント

● 連絡先 丸亀市生活環境部市民活動推進課 ☎ 0877-23-2111
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